
(57)【要約】

【課題】　流体制御用ニードルバルブのゴム等の弾性体

ニードルを、成型工程をなくすことにより、きわめて安

価に製作し、かつ性能を良くする。

【解決手段】　流体制御用ニードルバルブ用のニードル

が、管状の支持体２８の先端部に、予め製作されたゴム

材料等の弾性体からなる中空状の円錐体２０及び該円錐

体２０に連設されたゴム材料等の弾性体からなる小径短

円筒部３２の該小径短円筒部３２を嵌設し、小径短円筒

部３２内から円錐体２０の中空部２２にわたって硬質樹

脂３０を充填、固定して構成される。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 流 体 制 御 用 ニ ー ド ル バ ル ブ 用 の ニ ー ド ル で あ っ て 、 硬 質 樹 脂 又 は 硬 質 樹 脂 状 物 質 を 内 蔵
し 、 表 面 が 弾 性 体 で 覆 わ れ た こ と を 特 徴 と す る 硬 質 樹 脂 を 内 蔵 す る 弾 性 体 ニ ー ド ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 流 体 制 御 用 ニ ー ド ル バ ル ブ 用 の ニ ー ド ル で あ っ て 、 管 状 の 支 持 体 の 先 端 部 に 、 弾 性 体 か
ら な る 中 空 状 の 円 錐 体 及 び 該 円 錐 体 に 連 設 さ れ た 弾 性 体 か ら な る 小 径 短 円 筒 部 の 該 小 径 短
円 筒 部 を 嵌 設 し 、 小 径 短 円 筒 部 内 か ら 円 錐 体 の 中 空 部 に わ た っ て 硬 質 樹 脂 又 は 硬 質 樹 脂 状
物 質 を 充 填 ・ 固 定 し て な る こ と を 特 徴 と す る 硬 質 樹 脂 を 内 蔵 す る 弾 性 体 ニ ー ド ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 弾 性 体 が ゴ ム 材 料 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 硬 質 樹 脂 を 内 蔵 す る 弾 性 体 ニ ー ド ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 硬 質 樹 脂 又 は 硬 質 樹 脂 状 物 質 が エ ポ キ シ 樹 脂 で あ る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 硬 質 樹 脂
を 内 蔵 す る 弾 性 体 ニ ー ド ル 。 　 　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 流 体 制 御 用 ニ ー ド ル バ ル ブ （ 針 弁 ） の ニ ー ド ル に 、 硬 質 樹 脂 又 は 硬 質 樹 脂 状
物 質 を 内 蔵 さ せ て 、 表 面 が 弾 性 体 で 被 覆 さ れ る よ う に す る こ と に よ り 、 き わ め て 安 価 に 製
作 で き 、 か つ 性 能 が 良 く な る 弾 性 体 ニ ー ド ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 円 形 の 流 体 出 入 り 口 （ ニ ー ド ル シ ー ト ） に 円 錐 形 の ニ ー ド ル を 押 し 当 て て 、 流 体 の 出 入
り を 制 御 す る ニ ー ド ル バ ル ブ に は 、 古 く か ら 金 属 製 の ニ ー ド ル が 用 い ら れ て き た 。 通 常 は
、 ニ ー ド ル シ ー ト も 金 属 で あ る か ら 、 金 属 に 金 属 を 押 し 当 て 流 体 を 完 全 に 止 め て 漏 れ を 無
く す る た め に は 、 作 動 す る 円 錐 形 部 の 表 面 を 精 密 に 研 磨 し た ニ ー ド ル が 必 要 と さ れ る が 、
一 般 に そ の よ う な ニ ー ド ル は 大 変 高 価 で あ る 。 そ こ で 、 よ り 簡 便 に 流 体 の 漏 れ を 防 止 す る
方 法 と し て 、 円 錐 形 の 作 動 部 分 表 面 に 弾 性 体 （ 主 と し て 合 成 ゴ ム ） を 用 い た ニ ー ド ル が 広
く 使 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の ゴ ム ニ ー ド ル は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 金 属 製 の 支 持 体 １ ０ の 先 端 に 芯 金 １ ２ と な
る 部 分 （ 略 円 錐 頭 部 ） を 作 成 し 、 こ の 芯 金 １ ２ を 包 み 込 む よ う に 円 錐 形 の ゴ ム 層 、 す な わ
ち ゴ ム 円 錐 体 １ ４ を 付 与 し て ニ ー ド ル を 成 型 す る 。 １ ６ は 小 径 部 、 １ ８ は 環 状 溝 で あ る 。
　
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ゴ ム 円 錐 体 １ ４ の 成 型 に 際 し て は 、 金 型 に 支 持 体 １ ０ を 装 填 す る の で あ る が 、 装 填 作 業
の 作 業 性 及 び 加 熱 成 型 中 の 金 型 と 支 持 体 の 熱 膨 張 の 差 等 を 考 慮 し て 、 支 持 体 と 金 型 と の 間
に ０ ． ０ ５ mm程 度 の ク リ ア ラ ン ス が 設 け て あ る 。
　 そ の 結 果 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 成 型 後 の ゴ ム ニ ー ド ル の 支 持 体 中 心 線 と 円 錐 体 の ニ ー ド
ル の 先 端 、 す な わ ち ゴ ム 円 錐 体 １ ４ の 先 端 に ズ レ α の 生 じ る の が 普 通 で あ る 。 こ の よ う に
ズ レ た 状 態 で は 、 い か に 弾 性 体 で あ っ て も 、 バ ル ブ と し て ま と も に 作 用 し 得 な い の で 、 ズ
レ の 修 正 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ズ レ 修 正 の 方 法 と し て 、 通 常 は 、 支 持 体 １ ０ を 掴 ん で 回 転 さ せ な が ら ゴ ム 円 錐 体 １ ４ の
ゴ ム 部 分 を 研 削 す る 。 精 度 良 く 研 削 す る た め に 、 ゴ ム を 低 温 硬 化 さ せ る 等 の 工 夫 が な さ れ
て い る が 、 そ れ で も 、 弾 性 体 を ム ラ 無 く 研 削 す る の は 非 常 に 困 難 で あ り 、 結 果 的 に は 、 芯
金 １ ２ を 包 む ゴ ム 層 の 厚 み が 不 揃 い と な る 場 合 が 多 い 。 ゴ ム 層 の 厚 み に バ ラ ツ キ が あ る と
、 ニ ー ド ル シ ー ト に 押 し 付 け ら れ た 時 の 圧 縮 量 に も バ ラ ツ キ が 生 じ 、 そ の 結 果 、 ニ ー ド ル
バ ル ブ と し て 十 分 に 機 能 し な い 。 圧 縮 量 の バ ラ ツ キ の 影 響 を 相 対 的 に 小 さ く す る た め に は
、 ゴ ム 層 の 厚 み を 全 体 に 厚 く す る 必 要 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し ゴ ム 層 を 厚 く す る と 、 ニ ー ド ル シ ー ト に 押 し 付 け ら れ た 時 に 生 じ る ゴ ム の 残 留 歪
み （ 回 復 し な い ゴ ム の へ こ み ） が 大 き く な る 。 こ の 残 留 歪 み は ニ ー ド ル の 損 傷 と 見 な す べ
き も の で あ り 、 こ の 量 の 大 小 が 直 ち に ゴ ム ニ ー ド ル の 寿 命 を 左 右 す る 。 そ こ で 、 ゴ ム ニ ー
ド ル に 局 部 的 な 圧 力 が 加 わ っ て 強 く 圧 縮 さ れ な い よ う に 、 ニ ー ド ル と 接 す る シ ー ト の 穴 の
エ ッ ジ の 面 を 取 っ た り 、 Ｒ を 付 け た り す る 面 倒 な 対 策 が と ら れ て い る 。 ニ ー ド ル バ ル ブ が
確 実 に 作 動 し 、 な お か つ 、 長 期 間 の 使 用 に 耐 え る た め に は 、 ゴ ム ニ ー ド ル に 圧 縮 回 復 性 が
良 く て 柔 軟 な ゴ ム を で き る 限 り 薄 く 付 与 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 従 来 、 ニ ー ド ル バ ル ブ と し て 、 長 手 軸 心 方 向 に の び る ガ イ ド 部 と 、 円 錐 形 状 に 形
成 さ れ た 円 錐 頭 部 と 、 ガ イ ド 部 と 円 錐 頭 部 と を 連 結 す る と と も に ガ イ ド 部 の 先 端 と 円 錐 頭
部 の 後 端 と の 間 に 環 状 溝 を 形 成 す る 小 径 部 と を 備 え 、 小 径 部 と 円 錐 頭 部 の 外 周 に ゴ ム 材 料
よ り な る 円 錐 弁 部 を 焼 付 接 着 し た ニ ー ド ル バ ル ブ に お い て 、 円 錐 頭 部 の 外 周 面 上 に 、 ガ イ
ド 部 の 長 手 軸 心 方 向 に 沿 う 複 数 の 縦 溝 を 穿 設 し 、 小 径 部 を 含 む 円 錐 頭 部 の 外 周 面 に ゴ ム 材
料 よ り な る 円 錐 形 状 の 円 錐 弁 部 を 焼 付 接 着 し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 記 載 の ニ ー ド ル バ ル ブ に お い て も 、 円 錐 頭 部 の 外 周 面 に ゴ ム
材 料 よ り な る 円 錐 弁 部 を 焼 付 接 着 す る 工 程 は 、 金 型 に よ る 成 型 工 程 に よ る も の で あ り 、 上
述 の 図 ２ 及 び 図 ３ に お け る 問 題 点 は 依 然 と し て 残 っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ７ － ２ ９ ３ ６ ３ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 成 型 工 程 に お け る 金 型 上 で の 加 工 や 後 工 程 で の 研 削 等 、 精
度 が 出 に く く て 、 か つ コ ス ト の 嵩 む 点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 金 型 に よ る 成 型 工 程 を 用 い ず に 、 金 型 上 で の 加 工 や 後 工 程 で の 研 削 等 、 精 度
が 出 に く く て 、 か つ コ ス ト の 嵩 む 工 程 を な く し て 、 従 来 製 法 に よ る も の よ り も 大 幅 に 安 価
で 性 能 の 良 い 弾 性 体 ニ ー ド ル を 得 る こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 硬 質 樹 脂 を 内 蔵 す る 弾 性 体 ニ ー ド ル は 、 流 体 制 御 用 ニ ー ド ル バ ル ブ 用 の ニ ー ド
ル で あ っ て 、 硬 質 樹 脂 又 は 硬 質 樹 脂 状 物 質 を 内 蔵 し 、 表 面 が 弾 性 体 で 覆 わ れ た こ と を 特 徴
と し て い る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 硬 質 樹 脂 を 内 蔵 す る 弾 性 体 ニ ー ド ル は 、 流 体 制 御 用 ニ ー ド ル バ ル ブ 用 の
ニ ー ド ル で あ っ て 、 管 状 の 支 持 体 の 先 端 部 に 、 弾 性 体 か ら な る 中 空 状 の 円 錐 体 及 び 該 円 錐
体 に 連 設 さ れ た 弾 性 体 か ら な る 小 径 短 円 筒 部 の 該 小 径 短 円 筒 部 を 嵌 設 し 、 小 径 短 円 筒 部 内
か ら 円 錐 体 の 中 空 部 に わ た っ て 硬 質 樹 脂 又 は 硬 質 樹 脂 状 物 質 を 充 填 、 固 定 し て な る こ と を
特 徴 と し て い る 。
　 こ れ ら の ゴ ム ニ ー ド ル に お い て 、 弾 性 体 は ゴ ム 材 料 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 硬 質
樹 脂 又 は 硬 質 樹 脂 状 物 質 （ 以 下 、 単 に 樹 脂 又 は 硬 質 樹 脂 と い う ） は エ ポ キ シ 樹 脂 で あ る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の ニ ー ド ル を 製 造 す る 場 合 、 金 属 支 持 体 と 弾 性 体 （ 以 下 、 単 に ゴ ム と い う ） か ら
な る 円 錐 体 部 分 の ズ レ が 生 じ る 成 型 工 程 が な く な る の で 、 ズ レ を 修 正 す る 工 程 も 不 要 と な
る 。 ゴ ム 円 錐 体 を 単 独 に 成 型 す る の で 、 ゴ ム 層 を 任 意 の 硬 度 、 任 意 の 厚 み に し て 、 し か も
バ ラ ツ キ の な い ゴ ム ニ ー ド ル の 製 造 が 可 能 で あ る 。 金 型 上 で の 加 工 や 後 工 程 で の 研 削 等 、
精 度 が 出 に く く て 、 か つ コ ス ト の 嵩 む 工 程 が な い の で 、 従 来 製 法 よ り も 安 価 で 性 能 の 良 い
ゴ ム ニ ー ド ル と な る 。 予 め 作 成 し て お い た ゴ ム 円 錐 体 を 金 属 支 持 体 に 挿 入 し 、 円 錐 体 の 内
部 に 樹 脂 を 充 填 し て 芯 金 の 役 目 を 果 た さ せ る 。 従 っ て 、 こ こ に 用 い る 樹 脂 に は 充 分 な 硬 度
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が 要 求 さ れ る 。 具 体 的 に 言 う と 、 硬 化 し た 樹 脂 に 爪 を 立 て て も へ こ ま な い 程 度 の 硬 度 が 必
要 で あ る 。 硬 度 さ れ 充 分 で あ れ ば 、 ど の よ う な 樹 脂 又 は 樹 脂 状 物 質 で あ っ て も 用 い る こ と
が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 次 の よ う な 効 果 を 奏 す る 。
（ １ ） 　 金 属 製 の 支 持 体 と 弾 性 体 か ら な る 円 錐 体 部 分 の ズ レ が 生 じ る 成 型 工 程 が な く な る
の で 、 ズ レ を 修 正 す る 工 程 も 不 要 と な る 。
（ ２ ） 　 弾 性 体 か ら な る 円 錐 体 を 単 独 に 成 型 す る の で 、 弾 性 体 層 を 任 意 の 硬 度 、 任 意 の 厚
み に す る こ と が で き 、 バ ラ ツ キ の な い 弾 性 体 ニ ー ド ル の 製 造 が 可 能 で あ る 。
（ ３ ） 　 金 型 上 で の 加 工 や 後 工 程 で の 研 削 等 、 精 度 が 出 に く く て 、 か つ 、 コ ス ト の 嵩 む 工
程 が な く な り 、 安 価 で 、 か つ 性 能 の 良 い 弾 性 体 ニ ー ド ル を 得 る こ と が で き る 。
（ ４ ） 　 本 発 明 者 が 先 に 開 発 し 、 本 出 願 人 が 既 に 特 許 出 願 し た 金 属 球 を 内 蔵 す る 弾 性 体 ニ
ー ド ル （ 特 願 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ０ ９ ２ ５ 号 ） も 、 従 来 製 法 よ り は 安 価 で 性 能 の 良 い ニ ー ド ル
製 造 法 に よ る も の で あ る が 、 本 発 明 は コ ス ト 面 に お い て 、 さ ら に 優 れ た 製 造 方 法 に よ る 弾
性 体 ニ ー ド ル で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 流 体 制 御 用 ニ ー ド ル バ ル ブ 用 の ニ ー ド ル を 、 安 価 で 、 か つ 性 能 の 良 い も の に す る と い う
目 的 を 、 弾 性 体 内 部 に 硬 質 樹 脂 を 充 填 し 、 表 面 を 弾 性 体 で 被 覆 す る こ と に よ り 実 現 し た 。
　
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は 下 記 の 実 施 の 形 態 に 何 ら 限 定
さ れ る も の で は な く 、 適 宜 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る も の で あ る 。 図 １ は 、 本 発 明 の
実 施 の 第 １ 形 態 に よ る 硬 質 樹 脂 を 内 蔵 す る 弾 性 体 ニ ー ド ル を 示 し て い る 。 ２ ０ は 弾 性 体 か
ら な る 円 錐 体 で 、 中 空 部 （ 空 洞 部 ） ２ ２ を 有 し て い る 。 こ の 円 錐 体 は 硬 質 樹 脂 ３ ０ を 内 蔵
し 、 表 面 が 弾 性 体 ２ ６ で 覆 わ れ て い る 。 ２ ８ は 金 属 製 の 支 持 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 弾 性 体 ニ ー ド ル を 製 造 す る に 際 し 、 予 め 作 成 し て お い た 弾 性 体 か ら な る 円 錐 体 ２ ０ を 支
持 体 ２ ８ に 挿 入 し 、 円 錐 体 ２ ０ の 内 部 に 硬 質 樹 脂 ３ ０ を 充 填 し て 、 弾 性 体 を 内 部 か ら 支 え
る 芯 金 の 役 目 を 負 わ せ る 。 樹 脂 と し て は 、 一 般 的 に エ ポ キ シ 樹 脂 が 硬 度 や そ の 他 の 性 能 に
お い て 適 し て い る が 、 ニ ー ド ル の 使 用 目 的 に よ っ て は 、 そ れ 以 外 の 樹 脂 も し く は 樹 脂 状 物
質 を 用 い て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 弾 性 体 ニ ー ド ル は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 管 状 の 支 持 体 ２ ８ の 先 端 部 に 、 予
め 製 作 さ れ た 弾 性 体 か ら な る 中 空 状 の 円 錐 体 ２ ０ 及 び 該 円 錐 体 ２ ０ に 連 設 さ れ た 弾 性 体 か
ら な る 小 径 短 円 筒 部 ３ ２ の 該 小 径 短 円 筒 部 ３ ２ を 嵌 設 し 、 小 径 短 円 筒 部 ３ ２ 内 か ら 円 錐 体
２ ０ の 中 空 部 ２ ２ に わ た っ て 硬 質 樹 脂 を 充 填 、 固 定 し て な っ て い る 。 ３ ４ は 支 持 体 ２ ８ の
先 端 に 設 け ら れ た 固 定 用 突 起 で あ る 。 弾 性 体 か ら な る 小 径 短 円 筒 部 ３ ２ は 、 固 定 用 突 起 ３
４ と 同 じ 形 状 に 予 め 製 作 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 弾 性 体 ニ ー ド ル に お い て 、 弾 性 体 と し て は 、 合 成 ゴ ム 等 の ゴ ム 材 料 、 ナ イ
ロ ン 、 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 等 の 弾 性 を 示 す プ ラ ス チ ッ ク が 用 い ら れ る 。 支 持 体 と し て は 、 通 常
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 銅 合 金 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 等 が 用 い ら れ る 。 樹 脂 と し て は 各 種 エ ポ
キ シ 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 フ ッ 素 樹 脂 、 ポ リ オ レ
フ ィ ン ン 樹 脂 等 の 硬 質 樹 脂 が 用 い ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 第 １ 形 態 に よ る 硬 質 樹 脂 を 内 蔵 す る 弾 性 体 ニ ー ド ル の 縦 断 面 説 明
図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 従 来 の ゴ ム ニ ー ド ル の 縦 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の ゴ ム ニ ー ド ル の 成 型 後 の 縦 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ０ 　 支 持 体
　 １ ２ 　 芯 金
　 １ ４ 　 ゴ ム 円 錐 体
　 １ ６ 　 小 径 部
　 １ ８ 　 環 状 溝
　 ２ ０ 　 弾 性 体 か ら な る 円 錐 体
　 ２ ２ 　 中 空 部
　 ２ ６ 　 弾 性 体
　 ２ ８ 　 支 持 体
　 ３ ０ 　 樹 脂
　 ３ ２ 　 小 径 短 円 筒 部
　 ３ ４ 　 固 定 用 突 起
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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